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まず、お手元資料２ページで「料金改定」について、ご報告申し上げます。 

先ほど社長からお話しさせていただきましたが、当社は、本年１２月１０日から東京
地区等において、供給約款・選択約款をあわせた小口部門全体の料金を現行に
比べ平均０．７１％引下げることを主な内容とする供給約款等の変更を、本日、経
済産業大臣に届出いたしました。 

 今回の料金改定は、営業努力の成果であるガス販売量の増加と、これまで継続的
に進めてきた経営効率化努力による、固定費の低減の成果をお客さまに還元する
ために実施するものです。 

また、小売りの全面自由化を控えていることを踏まえ、今回の引き下げを通じて競
争力の強化も図ってまいります。 

 まず、小口部門全体については、平均０．７１％の引き下げを行います。 

その内、供給約款料金については、１ｍ3当たり平均０．７３％の引き下げを行いま
す。 

これは、平均的な月間使用量である３２ｍ3お使いの標準家庭の場合、月３８円、０
．７３％の引き下げとなります。 

 選択約款については、口座振替割引分も含め、１ｍ3当たり０．６８％の引き下げを
行います。 

 また、託送供給約款料金につきまして、平均１０．７５％の引き下げを行います。 
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続きまして４ページで、今年度第２四半期決算実績につき、ポイントを絞ってご報告申し上
げます。 

  

今期は対前年度比較で減収、増益となっております。 

  

まず、売上高合計は、原料費調整に伴う単価減による都市ガス売上の減少等により前年同
期比１２．６％、１，２９６億円の減収となり、９，０１４億円となりました。 

一方、営業費用は、油価低下影響等による都市ガス原材料費の減少等により、１７．３％、
１，６５１億円減の７,９１３億円となりました。 

  

この結果、営業利益は前年同期比４７．６％、３５５億円増の１，１００億円、経常利益は４７．
４％、３４４億円増の１，０７０億円、親会社株主に帰属する当期純利益は４１．３％、２３６億
円増の８０６億円となりました。 

  

スライドタイムラグについては、油価下落の影響により過回収額が大きくなっており、対前年
同期比較で３００億円の増加となり、営業利益増加の主な要因となっております。 
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続いて５ページで、この決算のベースとなりました、当社の主力製品であるガス販
売量の実績についてご説明します。 

全体では、ほぼ前年同期並みの７１億８千４百万ｍ3となりました。 

高気温による給湯需要減少、及び発電用需要の減少等があったものの、お客さま
件数の増加や工業用新規需要の増加等により、家庭用で、０．７％減の１２億７千６
百万ｍ3、業務用で、０．５％減の１３億１千７百万ｍ3、工業用で、０．５％減の３６億７
百万ｍ3、と、いずれの用途も微減となりました。 

一方、他事業者向け供給は、供給先事業者の需要増等により、２．７％増の９億８
千４百万ｍ3となりました。 

 



6 





セグメント別の概況につきましてはお手元資料８ページをご確認ください。 
スライドタイムラグ増加による都市ガスセグメントの利益改善３５４億円が、増益要因
の太宗を占めております。 
  
また、都市ガスセグメントと同様の理由からＬＮＧ販売事業が大幅増益となった一方
、電力事業につきましては、発電所のメインテナンスや単価影響等から大幅減益と
なっております。 
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続きまして１０ページで今年度の最新見通しについてご説明します。 

今回は、７月発表の前回見通しとの対比で減収増益を見通しております。見通しの前提と
なる、１０月以降の経済フレームは、直近の情勢を勘案し、為替レートを前回と同じ１ドル 

１２０円、原油価格については前回の１バレル ６５ドルから、５５ドルへ見直しております。 

この結果、前回下期に見込んでおりましたスライドタイムラグの未回収が過回収に転じるこ
ととなり、営業利益を上方修正しております。 

売上高は都市ガス及びその他エネルギーでの売上単価減などにより、対前回見通し１.９％
、   ３６０億円減の１兆８,９６０億円と見通しております。なお、このうち冒頭ご説明いたし
ました料金改定の影響額はマイナス１８億円となる見通しです。 

営業費用は都市ガス及びその他エネルギーの原材料単価の減少などにより、対前回見通
し  ３.６％、６４０億円減の１兆７,２８０億円を見通しております。 

この結果、営業利益は対前回見通し２０.０％、２８０億円増の１,６８０億円、経常利益は  ２
０.９％、２８０億円増の１,６２０億円を見通しております。 

親会社株主に帰属する当期純利益は対前回見通し２０.８％、２１０億円増の１,２２０億円を
見通しております。 

  

資料にございますように、営業利益２８０億円の上方修正のうち、スライドタイムラグ増加分
が２２２億円を占めております。 
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ガス販売量につきましては、１１ページをご覧ください。 

夏期における発電需要の増による工業用の増加等、第２四半期までの実績差を反
映し、対前回見通しで０.８％増の１５６億１千４百万ｍ3と見通しております。 
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セグメント別の内訳は１４ページをご覧ください。 
スライドタイムラグ増加による都市ガスセグメント２１６億円の増益が営業増益の太宗
を占めております。 
電力事業につきましては、一部発電所の夜間運転による販売量増や単価影響等
により２０億円、ＬＮＧ販売事業につきましては都市ガスとほぼ同様の理由から２２億
円、それぞれ対前回で上方修正しております。 
以上が、今年度第２四半期決算のご報告となります。 
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